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議
　
　
長
　
坪
　
田
　
正
　
武

　
人
生
に
と
っ
て
春
は
別
れ
と
初
め
て

の
出
会
い
の
時
期
で
あ
り
、あ
わ
ら
市
に

と
っ
て
北
陸
新
幹
線
と
の
出
会
い
の
時

で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
あ
わ
ら
市
内
の

新
幹
線
工
事
は
、柿
原
、樋
山
地
係
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
始
め
菅
野
地
係
の
高
架

橋
等
工
事
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
指
中
〜
柿
原
の
高
架
及
び
芦
原
温

泉
駅
付
近
の
工
事
も
間
も
な
く
着
工
さ

れ
、あ
わ
ら
市
内
全
区
間
の
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
き
ま
す
。
あ
わ
ら
市

も
駅
周
辺
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
が
進
む
中
、

駅
を
核
と
し
て
嶺
北
北
部
の
発
展
に
は

坂
井
市
始
め
近
隣
の
市
町
と
連
携
す
る

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
色
々
な
意
見
を
聞

き
な
が
ら
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
毛
利
）

「金津奉行所跡（金津代官所）」
　江戸時代の初（慶長18年1613年）に、福井藩は、南金津に金津奉

行所を置いて九頭竜川以北の３５箇村を支配し、年貢・戸籍・訴訟及

び軽罪を扱っていたので、金津代官所ともいった。

　この役所には奉行の外に下代書記及び組の者20名を置き、三国に

定出役を、細呂木・山竹田・浜坂等の番所へ番人を出していた。

　金津奉行は安政４年４月までに240余年、38代も続いたが、廃止後、

御茶屋定番を置き、さらに明治２年６月、全部福井へ引き揚げていっ

た。

　ここが奉行所跡であるが遺構はない。市指定史跡になっており、現

在、老人福祉センター市姫荘として役目を果たしております。

　さあ、桜の季節到来、春の日差しを存分に浴びながら河川敷散歩時、

ちょっと立ち止まり思いを馳せてみてはいかがでしょうか。　  （平野）

市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
今回は、定例会の審議内容について報告させてもらい、そのあと意見交換を行います。

　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。

議会報告会を12会場で開催します

4月25日（火）
19：30～21:00

本荘公民館

中浜区民館

北潟公民館

波松区民館

日
時

会
　
　
場

4月26日（水）
19：30～21:00

金津本陣IKOSSA

伊井公民館

細呂木公民館

湯のまち公民館

4月27日（木）
19：30～21:00

剱岳公民館

中央公民館

浜坂区民館

坪江公民館
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3月定例会 平成２８年度一般会計補正予算（第６号）

２億８,４３８万１千円を増額
3月定例会 平成２９年度一般会計予算成立

歳入歳出 １３９億４,０００万円に

１
月
４
日

24
日

２
月
16
日

　
　

20
日

　
　

23
日

　
　

27
日

３
月
７
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

17
日

　
　

23
日

24
日

29
日

広
報
編
集
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

管
内
視
察（
中
部
工
業
団
地
）

環
境
対
策
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

第
86
回
議
会
定
例
会　

開
会

第
86
回
議
会
定
例
会　

一
般
質
問

広
報
編
集
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
86
回
議
会
定
例
会　

閉
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

お
も
な
会
議
の
み
掲
載

議
会
日
誌

　平成２９年３月定例会が２月２７日から３月２４日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分の承認を求めるもの１議案、平成２８年度補正予算及び平成２９年度
当初予算に関するもの１６議案、条例の改正等に関するもの６議案、市道路線の認定等に関するも
の２議案、公の施設の指定管理者の指定に関するもの２議案、人事に関するもの５議案の計３２議
案が上程され、すべて原案のとおり可決しました。
　なお、今回は９名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、議員発議により条例の改正１件、意見書１件を可決しました。

会　計　名 予　算　額 前年度比較（％）

一 般 会 計

芦原温泉上水道財産区水道事業

合 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

農業者労働災害共済

工 業 用 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

215億 9,021万円

2億 　324万円

1億 1,568万円

23億 7,009万円

1,101万円

10億 　559万円

500万円

3億 1,510万円

36億 2,450万円

139億 4,000万円

△3.8

△9.1

9.9

△5.7

△13.6

△4.0

0.0

6.0

6.3

△5.9

水 道 事 業

基金・積立金残高（市の貯金）

財政調整基金
地域振興基金
その他
※一般会計所管　　計
国民健康保険基金
農業者労働災害共済基金
※特別会計所管　　計
　合　　　計

市民１人当りの貯金　約21万6千円

市民１人当りの借金　約109万5千円

36億 3,600万円
13億 0円
 9億 9,740万円
59億 3,340万円
 2億 3,145万円
    3,341万円
2億 6,486万円
61億 9,826万円

一般会計

公共下水道会計

水道事業会計

農業集落排水事業会計

　合　　　計

184億 9,849万円

110億 3,706万円

15億 7,596万円

3億 8,137万円

314億 9,288万円

地方債残高（市の借金）

＜地方債及び基金・積立金の状況（平成29年3月末見込）＞

※ 1人当たりの借金･貯金の算定基準
　平成29.2.1現在の人口　28,770人

特
　 

別
　 

会
　 

計

■平成２８年度一般会計予算総額は１５８億１,５５８万円に
■老人憩いの家「百寿苑」を廃止
■あわら温泉湯のまち広場　あわら市観光協会を指定管理者に指定
■金津創作の森　「金津創作の森財団」を指定管理者に指定
■あわら市教育委員会委員　玉川 洋一 氏の任命に同意
■人権擁護委員　有馬 ひとみ 氏、宮﨑 絹子 氏、下家 茂 氏、青木 直美 氏の推薦に同意

■平成２８年度一般会計予算総額は１５８億１,５５８万円に
■老人憩いの家「百寿苑」を廃止
■あわら温泉湯のまち広場　あわら市観光協会を指定管理者に指定
■金津創作の森　「金津創作の森財団」を指定管理者に指定
■あわら市教育委員会委員　玉川 洋一 氏の任命に同意
■人権擁護委員　有馬 ひとみ 氏、宮﨑 絹子 氏、下家 茂 氏、青木 直美 氏の推薦に同意

平成２９年　第８６回議会定例会平成２９年　第８６回議会定例会
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防災訓練

返礼品の一例「とみつ金時」

金津創作の森 アートコア

日本カヌー選手権大会

藤野厳九郎記念館

金津東小学校

土
地
売
却
収
入

１
８
１
万
７
千
円

土
地
売
却
収
入

１
８
１
万
７
千
円

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員 

土
地
売
り
払
い
収
入

は
、
ど
こ
の
土
地
の
売
却
か
。

理
事
者 

集
落
内
に
あ
る
法

定
外
公
共
物
の
赤
道
（
あ

か
み
ち
）を
売
っ
た
も
の
で
す
。

委
員 

あ
わ
ら
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
改
修
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

理
事
者 

本
年
度
、
芝
生
の

部
分
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、

表
面
の
盛
土
や
フ
ェ
ン
ス
の

張
替
え
を
行
い
ま
す
。

■
監
理
課

中
学
校
一
般
経
費
に
係

る
臨
時
職
員
賃
金

６
７
２
万
７
千
円
減
額

中
学
校
一
般
経
費
に
係

る
臨
時
職
員
賃
金

６
７
２
万
７
千
円
減
額

委
員 

臨
時
職
員
を
採
用
し

な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

理
事
者 

両
中
学
校
と
も
市

費
の
講
師
を
配
置
し
て
手
厚

い
少
人
数
で
の
指
導
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
の
講
師
登
録

を
し
て
い
る
者
が
非
常
に
少

な
く
、
学
校
が
望
む
教
科
の

■
教
育
総
務
課

国
際
交
流
派
遣
事
業

　
　

７
７
１
万
円

国
際
交
流
派
遣
事
業

　
　

７
７
１
万
円

委
員 

国
際
交
流
に
派
遣
す

る
生
徒
の
選
考
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

　

経
費
の
７
割
は
保
護
者
の

負
担
で
あ
り
、
経
済
的
に
行

き
た
く
て
も
行
け
な
い
生
徒

も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

金
津
・
芦
原
両
中

学
校
の
生
徒
に
対
し
て
同
じ

基
準
で
試
験
及
び
面
接
を

行
っ
て
決
め
て
い
ま
す
。
両

校
の
割
合
と
か
性
別
と
か
は

考
慮
し
て
い
な
い
の
で
、
バ

ラ
つ
き
は
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
「
す
ば
ら
し
い

経
験
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て

お
り
、
教
育
的
効
果
は
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

保
護
者
の
都
合
で
行
け
な
い

生
徒
は
い
ま
す
。

カ
ヌ
ー
普
及
推
進
事
業

２
９
７
万
８
千
円

カ
ヌ
ー
普
及
推
進
事
業

２
９
７
万
８
千
円

委
員 

カ
ヌ
ー
仮
設
コ
ー
ス

整
備
は
い
つ
か
ら
行
い
、
い

つ
ま
で
設
置
し
て
お
く
の
か
。

理
事
者 

カ
ヌ
ー
仮
設
コ
ー

ス
の
整
備
は
、
７
月
か
ら
行

い
ま
す
が
、
漁
業
権
の
問
題

も
あ
り
、
プ
レ
大
会
後
は
撤

去
し
、
本
大
会
に
は
改
め
て

設
置
し
ま
す
。

給
食
用
原
材
料
費

１
億
１
千
２
５
０
万
円

給
食
用
原
材
料
費

１
億
１
千
２
５
０
万
円

委
員 

学
校
給
食
の
原
材
料

調
達
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。

理
事
者 

で
き
る
だ
け
安
く

な
る
よ
う
、
食
材
ご
と
に
見

積
も
り
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
の
野
菜
を

で
き
る
だ
け
利
用
す
る
よ
う
、

６
月
と
11
月
を
「
地
産
地

消
推
進
月
間
」
と
し
、
JA
な

ど
と
協
議
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
課

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

防
災
経
費

１
千
６
２
７
万
７
千
円

防
災
経
費

１
千
６
２
７
万
７
千
円

委
員 

自
主
防
災
組
織
数
は

ど
れ
だ
け
か
。

　

ま
た
、
独
自
に
防
災
訓

練
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど

れ
だ
け
あ
る
か
。

理
事
者 

自
主
防
災
組
織
は

１
２
８
区
の
う
ち
99
区
に
あ

り
、
組
織
率
は
77
．
３
％
、

人
口
の
84
．
３
％
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
の
は
約
50
区
で
す
。

委
員 

組
織
は
つ
く
っ
た
が
、

自
主
的
に
機
能
し
て
い
な
い

区
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
の
指
導
や
取

■
総
務
課

平
成
29
年
度

一
般
会
計
予
算

駅
周
辺
賑
わ
い
創
出

事
業
委
託
料

１
千
１
５
０
万
円

駅
周
辺
賑
わ
い
創
出

事
業
委
託
料

１
千
１
５
０
万
円

委
員 

市
は
ど
う

い
う
こ
と
を
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
依
頼
し

て
い
る
の
か
。

理
事
者 

昨
年
11

月
27
日
の
市
民
投

票
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
在
り
方
を
市

民
に
選
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ

を
平
成
29
年
度
か

ら
は
具
体
的
に
絵

に
し
て
い
く
作
業

を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

■
政
策
課

金
津
創
作
の
森
の
管
理
者
と

し
て
５
年
間
、「
公
益
財
団

法
人
金
津
創
作
の
森
」
を

指
定
し
ま
し
た
。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
金
津
創
作
の
森
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

免
許
を
持
っ
た
講
師
が
み
つ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
不
採

用
と
し
ま
し
た
。

芦
原
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

４
千
５
０
０
万
円

芦
原
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

４
千
５
０
０
万
円

■
教
育
総
務
課

放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
推
進

事
業（
子
ど
も
教
室
）に
係

る
児
童
支
援
員
賃
金

２
４
９
万
４
千
円

放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
推
進

事
業（
子
ど
も
教
室
）に
係

る
児
童
支
援
員
賃
金

２
４
９
万
４
千
円

委
員 

児
童
支
援
員
の
資
格

や
賃
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

理
事
者 

現
在
、
子
ど
も
教

室
を
中
央
公
民
館
と
湯
の
ま

ち
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

企
画
・
運
営
す
る
職
員

は
月
給
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
支
援
員
は
時
給
と

し
て
い
ま
す
。

　

資
格
に
つ
い
て
は
、
教
員
、

保
育
士
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
保
持
者
と
し
て
い
ま
す
。

■
文
化
学
習
課

■
国
体
推
進
課

金
津
東
小
ト
イ
レ

改
修
実
施
設
計

　
　

２
７
０
万
円

金
津
東
小
ト
イ
レ

改
修
実
施
設
計

　
　

２
７
０
万
円

委
員 

金
津
東
小
の
ト
イ
レ

改
修
の
着
工
は
い
つ
か
。

理
事
者 

本
年
６
月
に
県
へ

建
築
計
画
を
提
出
し
、
着

工
は
平
成
30
年
度
の
見
込
み

で
す
。

体
育
協
会
活
動
事
業

補
助
金

７
１
２
万
２
千
円

体
育
協
会
活
動
事
業

補
助
金

７
１
２
万
２
千
円

委
員 

体
育
協
会
の
加
盟
人

数
が
年
々
増
え
て
い
る
が
、

補
助
金
の
配
分
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

理
事
者 

活
動
資
金
の
振
り

分
け
は
体
育
協
会
で
行
っ
て

お
り
、
会
員
数
や
活
動
回

数
等
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

り
組
み
は
し
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

自
主
防
災
組
織
の

訓
練
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
防
災
出
前
講
習
に

よ
り
自
主
防
災
組
織
に
お
け

る
訓
練
の
重
要
性
を
説
明
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
変
更
の

届
出
が
提
出
さ
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
訓
練
の
実
施
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
県
の
防
災

訓
練
に
お
い
て
、
全
て
の
自

主
防
災
組
織
（
区
）
に
働

き
か
け
、
１
次
避
難
所
ま
で

の
参
加
を
促
し
ま
し
た
。

研
修
バ
ス
運
転
業
務

委
託
料

１
千
４
４
８
万
円

研
修
バ
ス
運
転
業
務

委
託
料

１
千
４
４
８
万
円

委
員 

運
転
手
を
雇
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

ま
た
、
年
間
契
約
と
な
る
の

か
。

理
事
者　
現
時
点
で
は
、

運
転
技
能
を
有
し
た
者
が
見

つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
時

間
単
位
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
あ
わ
ら

サ
ポ
ー
ト
基
金
事
業

１
千
６
７
０
万
７
千
円

ふ
る
さ
と
あ
わ
ら

サ
ポ
ー
ト
基
金
事
業

１
千
６
７
０
万
７
千
円

委
員　
サ
ポ
ー
ト
基
金
へ
の

寄
付
に
対
し
て
、
あ
わ
ら
市

は
寄
付
額
の
３
割
を
返
礼
品

と
し
て
い
る
が
、
妥
当
と
考

え
て
い
る
の
か
。

理
事
者　
３
割
の
基
準
を

維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
寄
付
が
減
る
よ
う
で
あ

れ
ば
見
直
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト

運
営
委
託
料

　
　

３
０
０
万
円

ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト

運
営
委
託
料

　
　

３
０
０
万
円

委
員 

ど
こ
と
契
約
す
る
の

か
。

理
事
者 

現
在
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
作
成
を
進
め
て
お
り
、
全

国
公
募
に
よ
り
５
６
１
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
基
に
ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト
の

立
ち
上
げ
を
考
え
て
お
り
、

随
意
契
約
と
し
た
い
。

■
監
理
課

委
員 

湖
畔
公
園
の
ボ
ー
ト

等
の
貸
し
出
し
は
で
き
な
く

な
る
の
か
。

理
事
者 

コ
ー
ス
ロ
ー
プ
を

張
り
始
め
た
ら
、
危
険
も
伴

う
の
で
、
ボ
ー
ト
の
貸
し
出

し
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
受
注
者
が
決
ま
っ
た
ら
、

公
園
利
用
者
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
協
議
し
ま
す
。

あわら市議会だより5 あわら市議会だより 4



あわら市乗合タクシー

古屋石塚テクノパーク

特定空き家の例

放課後子どもクラブ

捕獲されたイノシシ

移動式カラス檻

芦原温泉駅前広場【東口】イメージ図

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

■
生
活
環
境
課

平
成
29
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算

平
成
28
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

委
員 

都
会
か
ら
転
入
し
た

方
か
ら
、
あ
わ
ら
市
の
保
険

税
が
高
い
。
な
ぜ
資
産
割
が

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
聞

か
れ
て
い
る
。
県
内
各
市
町

に
資
産
割
が
あ
る
の
か
。
ま

た
、
保
険
者
が
県
に
移
管
し

た
場
合
の
保
険
税
率
は
ど
う

な
る
の
か
。

理
事
者 

福
井
市
な
ど
都
市

部
で
あ
る
ほ
ど
資
産
割
は
低

く
な
り
ま
す
が
、
県
内
す
べ

て
の
市
町
に
資
産
割
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

か
ら
保
険
者
は
県
と
な
り
、

平
成
29
年
度
は
保
険
税
率

の
改
定
を
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
度

芦
原
温
泉
上
水
道
財

産
区
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

生
活
保
護
給
付
事
業

　

２
千
万
円
減
額

生
活
保
護
給
付
事
業

　

２
千
万
円
減
額

■
福
祉
課

委
員 

生
活
保
護
者
に
対
し

て
、
就
労
支
援
す
る
こ
と
で

保
護
費
が
減
少
し
た
。
減

少
し
た
生
活
保
護
者
は
ど
れ

だ
け
か
。

理
事
者 

平
成
28
年
度
中
に

４
世
帯
、
14
名
の
生
活
保

護
者
が
減
少
し
ま
し
た
。

手
話
通
訳
者
の
賃
金

２
０
８
万
７
千
円

手
話
通
訳
者
の
賃
金

２
０
８
万
７
千
円

■
福
祉
課

委
員 

あ
わ
ら
市
に
手
話
通

訳
者
は
何
人
い
る
の
か
。
ま

た
、
資
格
は
必
要
な
の
か
。

理
事
者 

手
話
に
関
す
る
資

格
は
手
話
通
訳
士
及
び
手

話
通
訳
者
が
あ
り
ま
す
。
手

話
通
訳
者
は
、
あ
わ
ら
市
に

も
１
人
い
て
、
そ
の
人
を
雇

用
し
ま
す
。

健
康
長
寿
祭
事
業

７
７
５
万
５
千
円

健
康
長
寿
祭
事
業

７
７
５
万
５
千
円

■
健
康
長
寿
課

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

販
売
収
益

  　

89
万
円
減
額

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

販
売
収
益

  　

89
万
円
減
額

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
売
り

上
げ
を
伸
ば
す
た
め
、
旅
館

で
の
販
売
な
ど
、
工
夫
を
凝

ら
す
よ
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。 デ

マ
ン
ド
交
通

運
行
事
業
補
助
金

２
３
０
万
７
千
円
財
源
更
正

デ
マ
ン
ド
交
通

運
行
事
業
補
助
金

２
３
０
万
７
千
円
財
源
更
正

■
生
活
環
境
課

委
員 

利
用
者
数
が
増
加
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

補
助
金
が
減
額
に
な
り
、
財

源
更
正
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

理
事
者 

当
初
の
利
用
見
込

み
数
よ
り
減
少
し
た
こ
と
に

伴
っ
て
、
補
助
金
が
減
額
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

屋
外
広
告
物

景
観
改
善
支
援
事
業

６
４
４
万
６
千
円
減
額

屋
外
広
告
物

景
観
改
善
支
援
事
業

６
４
４
万
６
千
円
減
額

■
建
設
課

委
員 

県
の
補
助
金
は
平
成

30
年
８
月
31
日
ま
で
と
な
り
、

期
間
が
１
年
半
し
か
な
い
。

ど
う
い
っ
た
進
め
方
を
し
て

い
る
の
か
。

理
事
者 

事
業
者
に
対
し
て
、

補
助
金
を
活
用

し
た
撤
去
又
は

改
修
の
依
頼
を

通
知
し
、
同
時

に
い
つ
頃
の
撤

去
を
希
望
す
る

の
か
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を

勘
案
し
な
が
ら

計
画
を
立
て
て
、

市
と
し
て
も
個

別
に
対
応
し
て

い
き
た
い
で
す
。

芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備

事
業
の
繰
越
明
許
費

１
億
３
千
２
７
８
万
４
千
円

芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備

事
業
の
繰
越
明
許
費

１
億
３
千
２
７
８
万
４
千
円

■
新
幹
線
推
進
課

委
員 

東
口
広
場
の
土
地
の

買
収
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

理
事
者 

買
収
の
交
渉
中
で

あ
り
、
現
時
点
で
メ
イ
ン
広

場
に
お
け
る
買
収
済
み
の
用

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鳥
獣
害
防
止

総
合
対
策
事
業

７
５
３
万
３
千
円

鳥
獣
害
防
止

総
合
対
策
事
業

７
５
３
万
３
千
円

■
農
林
水
産
課

委
員 

昨
年
の
委
員
会
で「
イ

ノ
シ
シ
対
策
の
金
網
固
定
柵

修
繕
費
に
つ
い
て
検
討
す
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当

初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。
補
正
に
計
上
す
る
の
か
。

委
員 

当
初
購
入
予
定
の
面

積
が
減
っ
た
理
由
は
。

理
事
者 

当
初
必
要
と
し
た

土
地
は
２
千
㎡
で
し
た
が
、

土
地
所
有
者
か
ら
家
庭
菜

園
分
を
残
す
よ
う
強
い
要
望

が
あ
り
、
そ
れ
を
除
い
た
面

積
１
千
８
０
６
㎡
を
購
入
し

ま
し
た
。

農
地
集
積
・
集
約
化

対
策
事
業

１
千
８
７
７
万
１
千
円
増
額

農
地
集
積
・
集
約
化

対
策
事
業

１
千
８
７
７
万
１
千
円
増
額

■
農
林
水
産
課

委
員 

機
構
集
積
協
力
金
は

税
法
上
、
一
時
所
得
と
な
り

課
税
さ
れ
る
。
国
に
協
力
す

る
こ
と
に
対
し
課
税
さ
れ
る

の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

理
事
者 

本
協
力
金
に
つ
い

て
、
税
法
上
は
農
業
所
得

又
は
雑
所
得
の
扱
い
と
な
り
、

税
務
署
の
指
示
に
従
う
も
の

古
屋
石
塚
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
に
隣
接
す
る
農
地
に

係
る
公
有
財
産
購
入
費

１
７
９
万
３
千
円
減
額

古
屋
石
塚
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
に
隣
接
す
る
農
地
に

係
る
公
有
財
産
購
入
費

１
７
９
万
３
千
円
減
額

■
観
光
商
工
課

委
員 

ど
こ
を
改
修
す
る
の

か
。

理
事
者 

新
郷
子
ど
も
ク
ラ

ブ
が
本
荘
子
ど
も
ク
ラ
ブ
と

統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

遊
戯
室
を
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の

教
室
と
し
て
利
用
す
る
た
め

の
空
調
取
り
付
け
費
で
す
。

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

推
進
事
業
に
係
る
工
事

請
負
費１１

３
万
１
千
円

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

推
進
事
業
に
係
る
工
事

請
負
費１１

３
万
１
千
円

■
子
育
て
支
援
課

特
定
空
き
家
等

除
去
支
援
補
助
金

　
　
　

  

50
万
円

特
定
空
き
家
等

除
去
支
援
補
助
金

　
　
　

  

50
万
円

委
員 

補
助
金
の
目
的
は
。

理
事
者 

建
物
は
個
人
財
産

で
あ
り
、
そ
の
処
分
は
個
人

自
ら
が
行
う
べ
き
も
の
で
す
。

特
定
空
き
家
に
認
定
さ
れ
た

建
物
に
対
し
て
積
極
的
に
除

去
を
促
す
た
め
に
補
助
金
を

設
け
ま
す
。

で
す
。
な
お
、
協
力
金
を
支

払
う
際
に
処
理
の
仕
方
を
案

内
し
て
い
ま
す
。

公
害
対
策
経
費

３
９
４
万
３
千
円

公
害
対
策
経
費

３
９
４
万
３
千
円

委
員 

前
年
度
比
較
９
万
３

千
円
の
増
額
理
由
は
何
か
。

理
事
者 

カ
ラ
ス
檻
に
つ
い
て
、

既
設
２
基
に
加
え
、
新
た
に

移
動
式
檻
２
基
を
農
林
水

産
課
予
算
で
設
置
し
ま
す
。

そ
の
捕
獲
及
び
処
分
に
係
る

委
託
料
の
増
額
で
す
。

委
員 

前
年
度
比
較
21
万
１

千
円
の
減
額
理
由
は
。

理
事
者 

参
加
者
の
減
少
に

よ
る
弁
当
代
等
の
減
額
で
す
。

委
員 

健
康
長
寿
祭
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
の
か
。

理
事
者 

現
在
１
千
人
を
超

え
る
参
加
者
の
あ
る
催
し
と

な
っ
て
お
り
、
予
算
上
は
参

加
者
１
千
人
以
上
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
行
う
こ
と
に

な
っ
た
場
合
、
市
が
主
催
す

る
こ
と
は
困
難
と
考
え
て
い

ま
す
。
参
加
者
に
何
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
か
が
重
要
で

あ
り
、
各
地
区
の
独
自
性
に

応
じ
た
開
催
の
方
法
及
び
補

助
金
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

理
事
者 

固
定
柵
の
修
繕
に

つ
い
て
、
期
待
に
沿
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
お
、
今
年
は

熊
坂
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
固
定
柵
の
調
査
を
し
た

結
果
、
25
カ
所
の
抜
け
穴
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
固
定
柵

の
修
繕
に
対
し
て
支
援
す
る

必
要
が
あ
り
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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北潟湖畔公園

舟津１号踏切

植え替え作業の様子

■森　 之嗣 議員
●市民投票の結果を踏まえた芦原温泉駅
周辺整備について

●新幹線駅のデザインコンセプトについて

■吉田 太一 議員
●人口減少対策について
●ＨＥＥＣＥ構想について

■八木 秀雄 議員
●農業全般の後継者不足（担い手）対策について
●芦原小学校通学路（市道田中々舟津線）の交
通量削減の対策について

■仁佐 一三 議員
●健康長寿祭の見直しを

■毛利 純雄 議員
●高齢者対策について

■平野 時夫 議員
●無電柱化推進について
●空き家の活用について

■卯目 ひろみ 議員
●要支援１、２に対する新しい地域支援事業に
ついて

■山川 知一郎 議員
●芦原温泉駅周辺整備について
●空き家対策について
●国保税の引き下げを

■山本　 篤 議員
●デマンド交通と二次交通について
●創作の森について
●セントピアあわらと指定管理制度について

■
観
光
商
工
課

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

１
１
２
万
１
千
円

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

１
１
２
万
１
千
円

■
新
幹
線
推
進
課

■
建
設
課

委
員 

本
事
業
は
あ
わ
ら
市

の
イ
メ
ー
ジ
を
良
く
す
る
事

業
で
あ
り
、
継
続
し
て
ほ
し

い
と
願
う
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

理
事
者 

本
事
業
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
植
え
替
え
作

業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
以
降
も
限

ら
れ
た
予
算
内
で
、
JR
芦
原

温
泉
駅
前
及
び
湯
の
ま
ち
駅

前
を
綺
麗
な
状
態
で
花
を
保

ち
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
事

業
に
係
る
委
託
料

　
　

１
０
０
万
円

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
事

業
に
係
る
委
託
料

　
　

１
０
０
万
円

委
員 
ヤ
ギ
の
レ
ン
タ
ル
料
及

び
柵
の
整
備
費
を
含
め
た
金

額
か
。

理
事
者 

ま
ち
づ
く
り
に
活

か
す
た
め
、
ヤ
ギ
に
親
し
ん

で
も
ら
う
取
り
組
み
を
始
め

ま
す
。

　

畜
産
試
験
場
か
ら
ヤ
ギ
を

レ
ン
タ
ル
す
る
の
は
無
料
で

す
が
、
柵
の
整
備
や
エ
サ
の

購
入
及
び
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ

の
運
搬
等
を
含
め
た
金
額
で

す
。

平
成
29
年
度

芦
原
温
泉
上
水
道
財

産
区
水
道
事
業
会
計

予
算

北
潟
湖
畔
公
園
に
係
る

経
費

１
千
５
９
５
万
５
千
円

北
潟
湖
畔
公
園
に
係
る

経
費

１
千
５
９
５
万
５
千
円

委
員 

遊
歩
道
や
花
壇
の
土

留
め
が
崩
れ
て
い
る
。
ど
こ

が
所
管
か
。

理
事
者 

三
国
土
木
が
管
理

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

委
員 

北
潟
湖
畔
公
園
は
国

体
の
会
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

三
国
土
木
と
協
議
し
、
改

修
す
る
よ
う
求
め
る
。

観
光
推
進
事
業

７
千
６
６
７
万
１
千
円

観
光
推
進
事
業

７
千
６
６
７
万
１
千
円

委
員 

予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
良

い
が
、
予
算
規
模
が
大
き
い

た
め
、
更
な
る
適
正
な
事
業

実
施
を
求
め
る
。

平
成
29
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

委
員 

保
険
給
付
費
に
お
け

る
退
職
分
６
千
９
０
１
万
円

に
つ
い
て
、
前
年
度
比
較
５

千
４
２
０
万
円
の
減
額
理
由

は
何
か
。

理
事
者 

退
職
医
療
制
度
が

平
成
26
年
度
に
廃
止
さ
れ
た

の
で
、
新
た
に
60
歳
で
退
職

し
て
も
適
用
さ
れ
ず
、
一
般

被
保
険
者
と
し
て
加
入
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
減
額
し
ま

し
た
。

平
成
29
年
度

あ
わ
ら
市
農
業
集
落

排
水
事
業
会
計
予
算

委
員 

平
成
29
年
11
月
か
ら

剱
岳
地
区
が
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
償
還
金
は
ど
う

な
る
の
か
。

理
事
者 
各
関
係
機
関
と
協

議
中
で
す
が
、
処
理
場
の
廃

止
に
伴
い
、
公
共
性
の
高
い

跡
地
利
用
を
す
る
こ
と
で
、

補
助
金
を
返
還
し
な
い
よ
う

委
員 

損
益
分
岐
点
は
ど
れ

く
ら
い
の
給
水
量
か
。

理
事
者 

平
成
29
年
度
予
算

に
お
け
る
給
水
量
１
１
７
万

㎥
あ
た
り
が
分
岐
点
で
す
。

市
道
路
線
の

　
　
　
認
定・変
更

委
員 

３
月
末
で
廃
止
す
る

舟
津
１
号
踏
切
は
、
そ
の
時

点
で
誰
も
通
ら
な
い
よ
う
に

何
か
対
策
す
る
の
か
。

理
事
者 

現
在
は
警
報
機
の

み
が
付
い
て
お
り
、
そ
れ
も

３
月
末
で
撤
去
し
ま
す
。
管

理
者
と
し
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
即
日
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

あ
わ
ら
市
特
別
職
の
職

員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

委
員 

農
業
委
員
及
び
推
進

委
員
の
報
酬
に
加
算
さ
れ
る

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
減

価
償
却
に
つ
い
て
は
、
公
共

下
水
道
で
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
残
債
に
つ
い
て
も
、

未
だ
正
式
な
回
答
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
補
助
金

返
還
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま

ま
償
還
し
続
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

活
動
内
容
に
応
じ
た
報
酬

と
は
何
か
。

理
事
者 

当
委
員
が
農
地
の

集
積
や
認
定
農
業
者
の
人
・

農
地
プ
ラ
ン
策
定
等
に
係
る

説
明
会
や
打
ち
合
わ
せ
等
を

行
っ
た
場
合
に
日
報
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
応
じ

て
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

市政について問う！市政について問う！市政について問う！市政について問う！
3月の定例会では、　9名の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

インターネット中継で一般質問をご覧になれます。
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芦原温泉駅周辺将来デザイン市民投票

健康長寿祭

通
過

交
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
の

案
内
標
識
の
設
置
の
ほ
か
、

電
車
や
バ
ス
等
の
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
さ
ら
に

促
進
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
道
路
は
、自

動
車
の
規
制
速
度
が
30
キ

ロ
で
あ
り
、歩
道
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、子
ど
も

の
安
全
対
策
は
確
保
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

あ
わ
ら
市
の
人

口
推
移
と
将
来
の
予
想
は
。

人
口
減
少
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
の
政
策
は
何
か
。

近
隣

の
市
町
に
お
け
る
分
娩
可

能
な
医
療
機
関
は
、坂
井
市

２
カ
所
、福
井
市
８
カ
所
、

永
平
寺
町
１
カ
所
、石
川
県

加
賀
市
１
カ
所
の
合
計
12

カ
所
が
あ
り
ま
す
が
、い
ず

れ
も
30
分
か
ら
１
時
間
程

度
で
到
達
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、出

産
祝
い
金
に
つ
い
て
、１
市
６

町
に
お
い
て
対
象
や
金
額
、

名
称
は
異
な
る
も
の
の
、出

産
や
出
産
準
備
に
対
す
る

現
金
給
付
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。市
と
し
て
は
総
合
振
興

計
画
や
ま
ち
・ひ
と
・し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
、

中
・
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、よ
り
効
果
的
な
人
口
減

平
成
16
年

３
月
の
人
口
は
３
万
１
千
７

２
７
人
で
し
た
が
、以
後
国

勢
調
査
人
口
で
は
27
年
が
２

万
８
千
７
２
９
人
と
５
年
ご

と
に
１
千
人
余
り
が
減
少

し
、将
来
人
口
で
は
25
年
後

に
は
２
万
１
千
３
９
人
と
予

想
し
て
い
ま
す
。一
昨
年
策
定

し
た「
あ
わ
ら
市
ま
ち
・
ひ

と
・し
ご
と
総
合
戦
略
」に
掲

げ
る
各
施
策
の
効
果
も
あ
っ

て
、そ
れ
ま
で
毎
年
１
０
０

人
以
上
で
推
移
し
て
い
た
社

会
減
が
、27
年
度
は
25
人
と

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。今

後
も
効
果
検
証
を
行
い
な
が

昨
年
末
、新
幹
線
駅

舎
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

を
鉄
道
運
輸
機
構
に
提
出

し
た
。こ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
は
、あ
わ
ら
市
の
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
の
一
環
と
理
解
す

市
民
福
祉
部
理
事

開
催

経
費
は
７
５
４
万
円
で
、福

井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
の
助
成
金
４

９
０
万
円
余
り
を
充
当
し
、

市
負
担
額
は
約
２
６
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

昨
年

開
催
し
た
健
康
長
寿
祭
の

状
況
75
歳
以
上
の
対
象
者

は
４
千
７
７
１
人
の
う
ち
、

参
加
者
は
１
千
３
４
人
で

す
。参
加
者
減
少
の
要
因
に

つ
い
て
は
催
し
物
の
マ
ン
ネ

リ
化
や
会
場
の
広
さ
な
ど
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。今
後
参

加
率
の
減
少
が
続
く
よ
う
で

市
民
福
祉
部
長

水
田

地
帯
で
は
、法
人
組
織
を
中

心
に
農
地
の
集
積
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、地
域
で
の
営

農
を
推
進
し
て
い
ま
す
。併

せ
て
、協
力
金
の
交
付
や
、

地
域
に
お
け
る
農
道
や
水

路
な
ど
の
施
設
や
農
地
の

保
全
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
集
積
な
ど
の
成
果

と
今
後
の
目
標
値
に
つ
い

て
、現
在
の
利
用
権
設
定
状

況
は
、率
に
し
て
47
．３
％
で

あ
り
、県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

よ
り

多
く
の
参
加
者
が
得
ら
れ
る

よ
う
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
や
安

全
確
保
の
送
迎
方
法
な
ど

総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら

継
続
す
る
事
と
し
、並
び
に

地
区
開
催
に
お
け
る
助
成

金
の
在
り
方
等
を
含
め
、今

後
の
健
康
長
寿
祭
の
在
り

方
の
協
議
を
進
め
た
く
、２

〜
３
年
を
目
途
に
結
論
を

出
し
た
い
で
す
。

市
民
福
祉
部
長

健
康
長
寿
祭
の
見
直
し
を

健
康
長
寿
祭
の
見
直
し
を

健
康
長
寿
祭
は

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
て
い
る
。10
年
ほ
ど
前
は

参
加
者
で
ト
リ
ム
パ
ー
ク
の

体
育
館
が
満
員
に
な
る
く

ら
い
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、最
近
は
対
象
と
な
る

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
参
加
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

仁
佐

開
催
経
費
は
約

７
０
０
万
円
と
聞
い
て
い
る

が
い
か
が
か
。

仁
佐

区
域

で
開
催
を
す
る
際
に
市
が

主
催
す
る
の
で
は
な
く
、地

域
が
主
体
と
な
っ
て
の
開
催

を
前
提
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

市
民
福
祉
部
長

提
案
だ
が
、公
民

館
や
小
学
校
な
ど
、区
域
割

り
で
の
開
催
に
切
り
替
え

る
時
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。地
区
で
開
催
す
れ
ば
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
、参
加

者
も
大
き
く
増
え
、経
費
も

か
な
り
削
減
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

仁
佐

一
つ
の
事
例
を
取

り
上
げ
る
。60
歳
以
上
が
対

仁
佐

仁
佐 

一
三 

議
員

仁
佐 

一
三 

議
員

森
　
之
嗣 

議
員

森
　
之
嗣 

議
員

市
民
福
祉
部
長

総
務
部
長

具
体
的
な
整
備

案
を
平
成
29
年
度
に
策
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

伊
藤
氏
に
引
き
続
き
関

わ
っ
て
も
ら
い
、ほ
か
の
２
人

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

こ
れ
ま
で
も
駅
周

辺
の
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
投
票
の
運
営
な
ど
に

も
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た「
芦

原
温
泉
駅
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ

イ
ン
部
会
」の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、幅
広
く
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
構
想

に
つ
い
て

Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
構
想

に
つ
い
て

市
民
投
票
の
結
果
を
踏

ま
え
た
芦
原
温
泉
駅
周

辺
整
備
に
つ
い
て

市
民
投
票
の
結
果
を
踏

ま
え
た
芦
原
温
泉
駅
周

辺
整
備
に
つ
い
て

吉
田

出
産
祝
い
金
を

導
入
す
る
考
え
が
な
い
こ
と

に
残
念
で
な
ら
な
い
。少
子

化
対
策
に
積
極
的
な
地
域

ほ
ど
実
施
し
て
い
る
。出
産

祝
い
金
、育
児
一
時
金
な
ど

税
金
を
投
入
し
、こ
の
世
代

を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
あ

わ
ら
市
が
活
性
化
す
る
。子

育
て
世
代
が
一
番
お
金
を
消

費
す
る
。市
内
で
お
金
を

使
っ
て
も
ら
え
ば
、商
店
が

活
性
化
し
税
収
も
増
え
る
。

人
口
が
増
え
れ
ば
食
料
の

消
費
も
増
え
、農
業
に
も
良

い
影
響
を
生
ん
で
い
く
と
思

う
。是
非
と
も
前
向
き
に
検

討
し
て
ほ
し
い
。

吉
田

出
産
及
び
育
児

環
境
に
つ
い
て
、
あ
わ
ら
市

に
出
産
が
で
き
る
病
院
が

な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
出
産
祝
い
金
を
出

す
考
え
は
な
い
か
。

吉
田

吉
田 

太
一 

議
員

吉
田 

太
一 

議
員

昨
年
11
月
27
日
に
、

芦
原
温
泉
駅
周
辺
将
来
デ

ザ
イ
ン
市
民
投
票
が
行
わ
れ

た
。新
年
度
か
ら
、こ
の
デ
ザ

イ
ン
を
現
実
の
も
の
と
す
る

作
業
に
入
る
か
と
思
う
。市

民
投
票
で
採
用
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
を
ど
う
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
。

森

新
幹
線
駅
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

新
幹
線
駅
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

森
平
成
29
年
に
策
定
を

考
え
て
い
る
具
体
案
に
市

民
の
意
見
を
ど
う
取
り
入

れ
て
い
く
の
か
。

森

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
に
関
し
て
は
、新
幹
線

駅
舎
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
が
、あ
わ
ら
市
の
ブ
ラ
ン

ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
整
合
を

図
っ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、駅
前
広
場
や
、

東
西
自
由
通
路
等
に
つ
い
て

も
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
整
合
性
を
図
っ
た
上
で
、

景
観
や
デ
ザ
イ
ン
等
を
決
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
長

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
等
に
よ
り
広

く
周
知
し
、市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
長 機

構
か
ら
駅
の
デ
ザ

イ
ン
３
案
が
示
さ
れ
、そ
の

中
か
ら
１
案
に
絞
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、ど
う
い
う
手
続

き
で
進
め
る
予
定
か
。昨
年

行
っ
た
市
民
投
票
の
よ
う

に
、市
民
に
意
見
を
聴
く
こ

と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

森

あ
わ
ら
市
は
農

地
保
全
の
対
策
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
方
策
を
行
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

成
果
は
ど
う
か
。

農
業
全
般
の
後
継
者

不
足（
担
い
手
）対
策

に
つ
い
て

農
業
全
般
の
後
継
者

不
足（
担
い
手
）対
策

に
つ
い
て

芦
原
小
学
校
通
学
路

（
市
道
田
中
々
舟
津
線
）

の
交
通
量
削
減
の
対
策

 

に
つ
い
て

芦
原
小
学
校
通
学
路

（
市
道
田
中
々
舟
津
線
）

の
交
通
量
削
減
の
対
策

 

に
つ
い
て

八
木

あ
わ

ら
市
認
定
農
業
者
会
に
お

い
て
、研
修
会
や
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、新
規
就
農
者

や
企
業
の
農
業
従
事
者
に

つ
い
て
は
、福
井
県
園
芸
カ

レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、実
技
と

研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

就
農
者
、
就
農

定
住
者
促
進
の
た
め
の
研

修
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

あ
わ
ら
市
独
自
の
農
業
担

い
手
育
成
の
た
め
の
総
合

研
修
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

八
木

県
道
三
国
金
津

線
が
完
成
す
る
と
、旧
金
津

町
等
方
面
へ
自
動
車
通
勤

す
る
方
は
、市
道
芦
原
三
国

線
か
ら
芦
原
小
学
校
前
の

通
学
路（
市
道
田
中
々
舟
津

線
）を
通
る
よ
う
に
な
り
、

交
通
量
が
増
え
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。通
学
路
の
交

通
量
を
削
減
す
る
具
体
的

な
方
法
は
あ
る
の
か
。

八
木

小
学

校
で
は
社
会
科
の
副
読
本

「
私
た
ち
の
あ
わ
ら
市
」に

地
域
の
特
色
や
特
産
物
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、本

市
の
農
業
に
つ
い
て
も
学
習

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、各
地

域
の
農
地
や
施
設
な
ど
を

見
学
す
る
校
外
学
習
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

農
業
に
趣
味
や

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
為
に

児
童
か
ら
高
校
生
ま
で
の

方
、
一
般
の
方
に
ど
の
よ
う

な
事
業
や
体
験
学
習
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

八
木

八
木 

秀
雄 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員

る
。こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、駅

だ
け
を
視
野
に
入
れ
た
も

の
か
。

少
対
策
及
び
少
子
化
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
捉
え
て
お
り
、現
時

点
で
は
出
産
祝
い
金
を
導
入

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

象
の
会
員
制
の
団
体
が
催

し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
お
楽
し

み
会
だ
が
、内
容
は
講
演

会
、演
奏
会
、地
域
の
名
人

歌
謡
シ
ョ
ー
、お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
多
彩
な
催
し
で

１
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。こ
の
よ
う

な
事
例
を
参
考
に
し
て
企

画
し
て
は
ど
う
か
。

あ
れ
ば
事
業
の
存
続
も
困
難

に
な
る
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
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山
川 

知
一
郎 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

県道芦原温泉停車場線

空き家の例

引
き

続
き
、地
域
や
利
用
者
の
実

情
に
配
慮
し
な
が
ら
、満
足

現
在

把
握
し
て
い
る
市
内
の
空
き

家
は
６
１
１
件
で
、調
査
の

芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備

 

に
つ
い
て

芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備

 

に
つ
い
て

昨
年
末
JR
駅
周

辺
整
備
の
将
来
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
、「
１
０
０
畳
の
座
敷
」

が
発
表
さ
れ
た
が
、市
民
の

意
向
を
反
映
し
た
も
の
か

疑
問
で
あ
る
。市
長
自
身

「
こ
れ
は
将
来
デ
ザ
イ
ン
な

の
で
、現
実
に
そ
の
ま
ま
の

姿
が
出
来
上
が
る
も
の
で

は
な
い
」と
述
べ
て
お
り
、具

体
的
に
何
が
ど
う
な
る
の

か
わ
か
ら
な
い
。

　

駅
周
辺
に
、商
業
施
設
と

文
化
会
館
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
を
一
緒
に
し
た
複
合
施
設

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

山
川

無
電
柱
化
推
進

に
つ
い
て

無
電
柱
化
推
進

に
つ
い
て

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

無
電
柱
化
事
業

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
認

識
を
も
っ
て
い
る
か
。

平
野

「
あ
わ
ら

市
地
域
防
災
計
画
」で
は
、

応
急
仮
設
住
宅
を
設
置
し
、

救
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、原
則
、市
が

行
い
、大
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
県
が
建
設
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、県
及

び
近
隣
市
町
に
対
し
、住
宅

の
斡
旋
な
ど
を
要
請
し
ま

す
。さ
ら
に
、空
き
家
調
査

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
空
き
家

の
利
活
用
に
よ
っ
て
、被
災

者
の
住
宅
確
保
に
万
全
を

期
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
木
部
長

県
道
芦
原

温
泉
停
車
場
線
と
西
口
広

場
に
隣
接
し
て
い
る
市
道
１

０
５
号
線
に
お
い
て
、景
観

整
備
の
一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、各
関
係
機
関
で
の
合
意

形
成
を
終
え
て
お
り
、今
後

手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

土
木
部
長

多
額
の
費

用
を
含
め
多
く
の
課
題
が

あ
り
、一
般
的
な
通
学
路
に

お
け
る
安
全
確
保
の
た
め
の

無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
木
部
長

通
学
路
の
安
全

確
保
に
向
け
た
無
電
柱
化

の
中
・
長
期
的
計
画
を
策
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

平
野

県
や
関
係

部
署
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
制
度
運
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

土
木
部
長

入
場
者
数

は
、蜷
川
実
花
展
が
あ
っ
た

25
年
度
は
22
万
９
千
人
で
、

26
年
度
、27
年
度
は
12
万
人

前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

教
育
部
長

若
い
芸
術

家
に
入
居
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、入
居
リ

ス
ク
を
伴
わ
な
い
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、若
い

芸
術
家
の
入
居
で
、森
が
活

気
づ
き
、市
全
体
の
文
化
振

興
が
図
ら
れ
、観
光
面
と
の

連
携
も
活
発
化
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
部
長

景
観
形
成

の
向
上
、歩
道
通
行
帯
の
確

保
、災
害
時
の
電
柱
倒
壊
の

回
避
な
ど
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

土
木
部
長

新
た
な
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
も
と

で
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

平
野

災
害
時
で
の
住

宅
確
保
要
配
慮
者
に
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

平
野

賃
貸
住
宅

は
数
多
く
建
設
さ
れ
、供
給

過
多
の
状
態
に
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、新
た
な
市
営

住
宅
建
設
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、今
後
も
内
部
改
修
等

の
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
木
部
長

将
来
、市
営
住
宅

建
設
計
画
を
立
て
る
予
定

は
あ
る
か
。

平
野

無
電
柱
化
推
進

計
画
を
策
定
す
る
考
え
は

な
い
か
。

平
野

国
保
税
１
万
円
の
引

き
下
げ
を

国
保
税
１
万
円
の
引

き
下
げ
をあ

わ
ら
市
の
国

保
税
は
一
人
当
た
り
９
万
９

千
７
６
８
円
と
、県
内
で
２

番
目
に
高
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。県
内
の
多
く
の
自
治

体
は
、一
般
会
計
か
ら
国
保

会
計
へ
法
定
外
の
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
国
保
税
を
低

く
抑
え
て
い
る
。あ
わ
ら
市

も
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
、１

世
帯
１
万
円
引
き
下
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

空
き
家
対
策
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て

空
き
家
対
策
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て

山
川

市
内
の
空
き
家

は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。ま

た
、解
体
や
売
却
、賃
貸
等
、

所
有
者
の
意
向
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
だ

け
か
。

　

対
策
の
窓
口
を
明
確
に

し
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
川

平
野 

時
夫 

議
員

平
野 

時
夫 

議
員

将
来
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
、市
民
の
意
向
は
反

映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。29
年
度
か
ら
、デ
ザ
イ

市
長

デ
マ
ン
ド
交
通
と
二

次
交
通
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
交
通
と
二

次
交
通
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
交
通
の

利
用
状
況
と
経
費
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

山
本

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
と

指
定
管
理
制
度
に
つ
い
て

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
と

指
定
管
理
制
度
に
つ
い
て

創
作
の
森
に
つ
い
て

創
作
の
森
に
つ
い
て

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ

ら
の
必
要
性
を
ど
う
思
っ
て

い
る
か
。

山
本

そ
の

通
り
で
、こ
れ
か
ら
早
急
に

今
回

の
改
正
点
は
２
０
２
５
年
に

向
け
、高
齢
化
が
急
速
に
進

む
こ
と
を
見
据
え
、地
域
全

体
で
支
え
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。あ
わ
ら
市
に
は
、

１
月
現
在
３
０
３
人
の
要

支
援
１
・
２
の
方
が
い
ま
す
。

新
総
合
事
業
と
し
て
、ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
変
更
さ

要
支
援
１・
２
に
対
す
る

新
し
い
地
域
支
援
事
業

に
つ
い
て

要
支
援
１・
２
に
対
す
る

新
し
い
地
域
支
援
事
業

に
つ
い
て介

護
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る

要
支
援
１
・
２
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
、こ
の
４
月
か
ら
市
が

行
う
こ
と
に
な
る
。こ
れ
ま

で
と
ど
こ
が
ど
う
変
わ
る
の

か
。な
ぜ
、そ
う
な
る
の
か
。

卯
目

市
民
福
祉
部
長

高
齢
者
が
気
楽

に
、ち
ょ
っ
と
集
ま
れ
る
場

が
必
要
で
は
な
い
か
。

卯
目

地
域
で
支
え
る

と
い
う
も
の
の
、浸
透
は
ま

だ
ま
だ
の
よ
う
に
思
え
る
が

い
か
が
か
。

卯
目

高
齢

者
の
独
り
暮
ら
し
、引
き
こ

も
り
な
ど
が
今
後
は
増
え
て

く
る
と
思
う
の
で
、外
出
を

積
極
的
に
促
し
、地
域
に
お

け
る
通
い
の
場
、集
い
の
場

が
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

温
泉

街
の
賑
わ
い
創
出
に
必
要

な
観
光
資
源
の
一
つ
で
あ

り
、ま
た
、市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
も
定
着
し
て
い
る
重

要
な
温
泉
文
化
施
設
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

来
館
者
、
利
用

者
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
山
本

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、

交
通
の
便
の
確
保
が
必
要

で
は
な
い
か
。

山
本

入
居
作
家
の
高

齢
化
も
進
ん
で
い
る
が
、
今

後
す
べ
き
こ
と
は
何
と
考
え

る
か
。

山
本

国
の

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の

採
択
を
受
け
、平
成
32
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
事
業
期
間

と
し
て
、構
成
市
町
と
民
間

企
業
が
連
携
し
、受
け
入
れ

体
制
の
整
備
と
誘
客
戦
略

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
に
お
い
て
は
エ
リ

ア
内
の
２
次
交
通
整
備
の

中
期
計
画
策
定
等
に
も
取

り
組
む
予
定
で
、現
行
の
２

次
交
通
に
つ
い
て
精
査
し
、

よ
り
効
率
的
な
ダ
イ
ヤ
設

定
、交
通
事
業
者
な
ど
関
係

機
関
の
調
整
等
に
つ
い
て
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

平
成

23
年
度
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
比
較
し
て
、１

千
８
０
０
万
円
の
経
費
を

削
減
し
て
い
ま
す
。ま
た
、年

間
の
利
用
者
に
つ
い
て
も
、

27
年
度
に
は
３
万
人
を
超

え
、６
千
人
近
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
理
事

村
部
と
市
中
央

部
を
結
ぶ
と
い
う
点
を
考
え
、

午
後
５
時
以
降
の
利
用
や
、

足
の
不
自
由
な
方
へ
の
配
慮

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

山
本

市
民
福
祉
部
理
事

法
定

外
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

市
民
福
祉
部
長

卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

れ
ま
す
。地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
効
果
的
か
つ
効
率
的

に
細
分
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス

と
な
り
ま
す
。身
体
介
助
等

の
専
門
的
な
も
の
は
こ
れ
ま

で
通
り
で
、介
護
予
防
に
重

点
を
お
い
た
簡
易
型
の
サ
ー

ビ
ス
は
行
政
区
、老
人
会
、

生
活
介
護
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、住
民

が
主
体
と
な
っ
た
組
織
が
受

け
皿
と
な
り
ま
す
。

体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。取
り
組
み

と
し
て
は
、区
民
館
、公
民

館
、老
人
セ
ン
タ
ー
、保
健

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
、健

康
体
操
、認
知
症
予
防
教

室
、サ
ロ
ン
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
理
事

結
果
、売
却
35
件
、賃
貸
20

件
、解
体
30
件
、考
え
て
い

な
い
１
３
１
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

空
き
家
対
策
は
、生
活
環

境
課
が
総
合
窓
口
と
な
り
、

「
あ
わ
ら
市
空
き
家
等
対
策

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
お

り
、次
年
度
以
降
、本
格
実

施
に
移
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ナ
ー
の
助
言
も
も
ら
い
な
が

ら
、計
画
の
具
体
化
を
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
提
案
の
複
合
施
設

に
つ
い
て
も
、施
設
の
配
置

等
を
具
体
化
し
て
い
く
中
で

の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

度
の
高
い
運
行
の
維
持
、改

善
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。ま
た
、タ
ク
シ
ー
業
界
と

も
粘
り
強
く
交
渉
し
、福
祉

の
面
か
ら
の
対
応
な
ど
も
改

善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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8月9日 壮行会

請
願
・
陳
情

意
見
書

●
あ
わ
ら
市
議
会
議
員
定
数
の
削
減
に
関
す
る
陳
情

「
要
　
旨
」

　

市
議
会
の
議
員
定
数
を
現
在
の
18
名
か
ら
14
名
に
削
減
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

「
理
　
由
」

①
あ
わ
ら
市
の
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
、
税
収
が
減
少
し
て
、
行
政
経
費

が
増
大
す
る
構
図
に
な
る
。
あ
わ
ら
市
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
効
率
向
上
は
急
務
で
あ

る
。
今
、
市
民
を
代
表
す
る
議
会
が
先
駆
け
て
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
そ
れ
を
先
導
す

る
必
要
が
あ
る
。

②
あ
わ
ら
市
議
会
は
政
務
活
動
費
が
な
い
が
、
透
明
性
を
確
保
し
た
適
切
な
使
用
方
法

を
確
立
し
て
、
定
数
削
減
で
減
額
さ
れ
る
議
員
報
酬
分
で
、
必
要
な
政
務
活
動
費
を

確
保
す
る
。

③
あ
わ
ら
市
議
会
議
員
が
他
の
都
市
の
議
会
や
議
員
と
交
流
を
増
し
、
大
い
に
知
見
を

蓄
え
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
と
共
に
、
市
政
変
革
へ
の
提
言
や
立
案
能

力
の
向
上
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
少
数
精
鋭
で
市
政
に
専
念
で
き
る
、
質
の
高
い

議
員
の
確
保
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
提
出
者
」
細
呂
木
地
区
区
長
会　

会
長　

浅
井　

正
治

●
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合
区
の
解
消
に
関
す
る
意
見
書

「
要
　
旨
」

　

人
口
に
よ
っ
て
単
純
に
区
割
り
す
る
合
区
は
、
人
口
の
少
な
い
地
方
の
切
り
捨
て
に

つ
な
が
り
、
地
方
創
生
に
も
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

速
や
か
に
合
区
を
解
消
し
、
人
口
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
の
多
様
な
意
見
を

確
実
に
国
政
に
反
映
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
方
創
生
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

「
結
　
果
」
国
へ
意
見
書
を
提
出 ※

地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市

の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や

関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議員会  激励金・協賛金一覧
　あわら市議会議員会は、青少年の育成を目的に、小中学生がスポーツ等で全
国大会に出場した場合、内規に基づき激励金を支出しています。また、地域の活
性化を図る観点から、各種協賛金も支出しています。
　平成２８年度の激励金・協賛金一覧を掲載します。

月 激 励 金・協 賛 金 の 内 容 金 　 額
9 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
3 6 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
1 8 , 0 0 0
1 8 , 0 0 0
3 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
3 6 , 0 0 0
3 0 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
3 0 , 0 0 0
2 0 , 0 0 0
5 , 0 0 0
5 , 0 0 0
5 4 , 0 0 0
5 , 0 0 0
5 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
6 4 1 , 0 0 0

緑の募金
熊本地震義援金
金津祭ＰＲポスター作製補助金
金津創作の森友の会年会費
金津中学校サマーコンサート協賛金
芦原中学校文化部サマーコンサート協賛金
あわら市文化協議会賛助会員会費
あわら市日中友好協会会費　
高野山旗全国学童軟式野球大会出場激励（団体１チーム）
全日本少年少女空手道選手権大会出場激励（２人）
あわら市社会福祉協議会特別会費
バーモントカップ全日本少年フットサル大会出場激励（団体１チーム）
あわら北潟湖畔観月の夕べ協賛金
全日本中学生男女ソフトボール大会出場激励（団体１チーム）
全国中学校新体操選手権大会出場激励（団体１チーム）
全国中学校バドミントン大会出場激励（１人）
ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテスト出場激励（１人）
赤い羽根共同募金
都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会出場激励（１人）
ヤングリーグ春季大会出場激励（１人）
小中学生競技かるた選手権大会出場激励（２人）

合　　　　　　　　計

４ 月

7 月

8 月

2 月

3 月

1 0 月

5 月

6 月

（単位：円）

平成29年度一般会計予算について

平成29年度一般会計予算について

平成29年度一般会計予算について平成29年度一般会計予算について討論討論

反
対

　セントピアあわら管理経費６千３４９万５千円のうち３千６０万円は指定管理者へ

の指定管理委託料である。

　セントピアあわら開設当時に管理・運営を行っていた旧セントピア財団が解散し、

指定管理制度を導入して、最初の指定管理者としてあわら市観光協会が指定された。

その際に旧セントピア財団の職員は、そのままセントピアあわらの管理・運営に携

わっていた。その後、あわら市が指定管理者を公募し、現在の指定管理者となったが、

その管理業務仕様書には、当該職員を継続雇用することが明記されている。しかしな

がら、今年度、最後の一人も辞めることとなった。

　この旧セントピア財団で一生懸命働いていた職員は、行政によって整理され、人生

を変更せざるを得なかったと思っている。その職員の身になり、また、職員の家族の

気持ちを考えると、公共施設であるセントピアあわらの指定管理制度導入は、全くの

失政であったと考える。

　セントピアあわらだけでなく、本予算には、複数の公共施設の指定管理料が含まれ、

その運営に指導や調査がなされていないことは無責任である。

運
行
形

態
を
ド
ア
to
ド
ア
へ
と
変
更

す
る
こ
と
は
、困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。し
か
し
な
が

地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
公
的

な
部
分
に
つ
い
て
、広
報
紙

等
で
も
広
く
周
知
し
て
お

り
、市
の
窓
口
と
な
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
も
、市
民
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

あ
わ

ら
市
で
は
、自
主
返
納
日
か

ら
３
年
間
、乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
金
か
ら
１
０

０
円
の
割
引
を
行
っ
て
い
ま

す
。公
共
交
通
機
関
の
利
用

を
促
す
と
と
も
に
、個
人
の

尊
厳
を
守
る
観
点
も
踏
ま

え
な
が
ら
、高
齢
者
の
納
得

を
得
た
う
え
で
返
納
を
促
す

取
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
理
事

市
民
福
祉
部
長

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

あ
わ
ら
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、今
日
ま
で
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
色
々
事
業

を
進
め
て
き
た
が
、そ
れ
ら

が
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る

の
か
。そ
れ
に
よ
り
地
域
、或

い
は
個
別
的
に
で
も
何
ら
か

の
形
が
出
来
て
い
る
の
か
。

今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

毛
利

乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
発
着
地
は
停
留
所
か

ら
停
留
所
ま
で
と
な
っ
て
い

る
が
、高
齢
者
の
中
に
は
、足

が
不
自
由
な
方
、人
工
透
析

を
受
け
て
い
る
方
な
ど
、バ

ス
停
ま
で
行
く
こ
と
が
大
変

な
方
が
多
い
。そ
う
い
う
方

た
ち
だ
け
で
も
発
着
地
を
自

宅
か
ら
目
的
施
設
ま
で（
ド

ア
to
ド
ア
）に
で
き
な
い
か
。

毛
利

高
齢
者
の
運
転

免
許
証
返
納
に
対
す
る
助

成
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

毛
利

毛
利 

純
雄 

議
員

毛
利 

純
雄 

議
員

　
一
方
で
、地
域
に
お
け
る

高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

づ
く
り
と
い
っ
た
制
度
に
よ

ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
、例

え
ば
、地
域
が
主
体
と
な
っ

て
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
る

の
は
、準
備
段
階
を
含
め
て

８
地
区
が
あ
り
、市
と
し
て

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
、介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
に
お
い
て
、

よ
り
介
護
予
防
に
力
点
を

置
い
た
事
業
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

ら
、人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
て
は
、距
離
に

応
じ
た
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、福
祉
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
、運
転
免
許
証
を
持

た
な
い
重
度
の
身
体
障
害

者
の
方
、療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
方
を
対
象
に
助
成
し

て
い
ま
す
。
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平成２９年度一般会計予算について（続き）平成２９年度一般会計予算について（続き）平成２９年度一般会計予算について（続き）平成２９年度一般会計予算について（続き）討論討論

反
対

　１点目は、子育て支援が強く求められている時代であり、憲法では義務教育は無償
と規定されている。学校給食費や中学校のスクールバス利用料は無償にすべきであ
る。
　２点目は、セントピアあわらの指定管理者制度について、その決算書が適切なのか
を確認できない。こういった状況で指定管理を継続するのはおかしい。
　３点目は、自衛隊募集事務交付金２万３千円について、危険な自衛隊派遣を続け、
その隊員を募集することはやめるべきである。
　４点目は、新幹線推進に関する予算約７億円が計上されている。駅周辺の将来デザ
インが市民投票で示されたが、具体的にどこをどうするのかが明確でない。十分に
住民に説明して、理解と納得を得て進めるべきである。

平成２９年度国民健康保険特別会計予算
平成２９年度国民健康保険特別会計予算
平成２９年度国民健康保険特別会計予算平成２９年度国民健康保険特別会計予算討論討論

反
対

　あわら市の１人当りの国民健康保険税は、県内９市の中で福井市に次いで２番目
に高い額になっており、県内の多くの自治体は、法定外の繰り入れを行い、保険税を
低く抑える努力をしている。あわら市の国保税が非常に高いというのは、多くの市民
の声である。国保税が高い一番の原因は、国の負担が少ないということは理解してい
る。しかし、本当に市民の安心・安全に応えるためには、法定外繰り入れをし、国保税
を引き下げる努力をすべきである。

税条例等の一部を改正する条例の制定について
税条例等の一部を改正する条例の制定について
税条例等の一部を改正する条例の制定について税条例等の一部を改正する条例の制定について討論討論

反
対

　本議案は、平成３１年１０月１日に消費税が８％から１０％に引き上げられること
を前提に上程されたものである。消費税が８％になって以来、国内消費を非常に冷え
込ませ、不況を促進した。これをさらに１０％に引き上げれば、ますます不況は深刻
になる。こういったものを１０％に引き上げることは絶対に認められない。

賛
成

　まず、自衛隊について、「自分の国は自分で守らなければいけない」それが原則で
ある。また、災害があった場合、現場に駆けつけ国民を守るという大事な役割を持っ
ている。
　次に、セントピアあわらの指定管理者制度について、これは議会が求めたもので
あり、議会の意に沿って行政が動いたものと認識している。

賛
成

　現在、自衛隊員は約２４万２千人いるが、自衛隊白書によると、最低でも３０万人
の隊員が必要とされている。平成２８年度において、あわら市内で１人が自衛隊員と
なったが、非常に少ないと感じ、本当に残念である。自衛隊募集事務交付金は必要な
ものである。

平成２９年３月　第８６回あわら市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
継続
審査
継続
審査

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
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○…賛成　　X…反対　　ー…欠席等
※議長（坪田正武）は採決に加わらないので「／」で表示

教職員の働き方の改善に関する陳情

所得税法第５６条の廃止を求める意見書採択について

参議院選挙における合区解消に関する意見書

あわら市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

あわら市教育委員会委員の任命について

公の施設の指定管理者の指定について（金津創作の森）

公の施設の指定管理者の指定について（あわら湯のまち広場）

市道路線の変更について

市道路線の認定について

あわら市老人憩いの家百寿苑条例を廃止する条例の制定について

あわら市農業集落排水事業条例及びあわら市公共下水道事業及び
農業集落排水事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

あわら市税条例等の一部を改正する条例の制定について

あわら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市職員の育児休業等に関する条例及びあわら市職員の勤務
時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について

平成２９年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算

平成２９年度あわら市農業集落排水事業会計予算

平成２９年度あわら市公共下水道事業会計予算

平成２９年度あわら市工業用水道事業会計予算

平成２９年度あわら市水道事業会計予算

平成２９年度あわら市農業者労働災害共済特別会計予算

平成２９年度あわら市後期高齢者医療特別会計予算

平成２９年度あわら市国民健康保険特別会計予算

平成２９年度あわら市一般会計予算

平成２８年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第２号）

平成２８年度あわら市農業集落排水事業会計補正予算（第２号）

平成２８年度あわら市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

平成２８年度あわら市水道事業会計補正予算（第２号）

平成２８年度あわら市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成２８年度あわら市一般会計補正予算（第６号）

専決処分の承認を求めることについて
（平成２８年度あわら市一般会計補正予算（第５号））

あわら市議会だより17 あわら市議会だより 16


